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日本語タイトル 

野生ミナミハンドウイルカにおける呼吸同調の詳細分析 

 

要旨日本語訳 

 御蔵島に生息する野生ミナミハンドウイルカにおいて、ペアによる呼吸同調の量的分析

を行った。ほとんどの例で、ペアは同じ方向を向き(97%)、近接し(1.5m以内)、並行して泳

ぎながら息を合わせていた。さらに、ペアは呼吸同調の前後で同じ行動に参加していた。

これらの結果は、イルカは自らの動きを同調させていて、同調呼吸は“ペア遊泳”という

親和的社会行動の一部であることを示唆する。母子ペア、エスコートとコドモのペア、オ

トナやワカモノでは同性・同成長段階のペアが、頻繁に呼吸同調を行った。同調呼吸中の

個体間距離は、母子ペアが他のペアよりも小さく、メスペアがオスペアよりも小さかった。

同調呼吸中の呼気の時間差は、メスペアの方がオスペアよりも小さく、オトナペアの方が

ワカモノペアよりも小さかった。これらの結果は、性や成長段階がこの行動の特性に影響

することを示している。 


